平成1５年度三重県青少年健全育成協働・連携促進事業実施要領

１　事業の目的

　　 青少年の健全育成に携わる団体等と協働・連携しながら、「みえわかもの新世紀ビジョン（三重県青少年健全育成ビジョン）」（平成11年策定） に示された育成の視点を具体化することを目的とします。

　　　この事業の成果を地域社会に還元し、地域の青少年の健全育成を推進します。

２　募集対象事業

　募集を行うのは、次のいずれにも該当する事業とします。

（1） 下記の「みえわかもの新世紀ビジョン（三重県青少年健全育成ビジョン）」の育成の視点に示された「三重県の取り組み」のいずれかを具体化するものであること。

①若者に関する有用な連携や情報伝達システムの構築

（例：青少年育成指導者人材バンクの整備・活用や、青少年の問題行動に対応する機関の有機的な連携等）

②青少年や子育て中の親の居場所の整備

（例：青少年や育成関係者が気楽に利用できる施設や場所の整備充実、青少年の芸術・文化・スポーツ活動の振興等）

③豊かな体験と様々な交流機会の提供

（例：青少年自身が意見を交換できる場の整備、国際交流、サマースクール、自然観察会、社会参加活動機会の充実等）

④子育て・家庭教育への支援体制の整備

（例：保育所、幼稚園の物的・人的な面の充実、雇用主に対する就労と子育ての両立の啓発等）

⑤相談体制の充実

（例：公的な相談機関の連携とスタッフの充実、地域における身近な相談体制の充実等）

⑥教員の配置改善と資質向上

（例：教員の資質向上、校種を越えた教員の人事交流の促進等）

⑦社会環境の整備と非行防止

（例：青少年健全育成条例の適正な運用、広域的な非行防止活動の推進等）

（2） 事業対象地域が２以上の市町村にまたがること。

（3） 取り組み内容または手法が先駆的であり、広く普及することにより地域社会の青少年の健全育成に大きな効果が期待できるものであること。

　　　　なお、１４年度に実施した事業（別紙）及びそれに類似した事業については、

　　　対象としませんので、ご注意ください。

（4） 事業を平成１６年１月末までに終了し、事業実施結果について、平成１６年２月末までに報告できるものであること。

　　　　　また、三重県が実施する成果発表会において、事業実施結果等を発表できること。

３　応募資格

　　次のいずれにも該当することとします。

（1） 　有効な青少年健全育成を目的とし、特定非営利活動法人・ボランティア団体・地域住民団体・青少年団体など、地域において活動する県内の団体（以下「活動団体」という。）で、５名以上の会員によって構成されていること。

（2） ５月下旬をめどに行うプレゼンテーションによる選定に出席できること。

（3） 上記（１）が対象の団体ですが、より広く、より多くの団体等との協働・連携を図

　　　るため、平成１４年度採択団体については、対象といたしません。

（4） 当チーム　（ 三重県生活部青少年育成チーム ）が実施する　「　地域青少年

　　　ふれあい環境づくり活動促進事業補助金　」　　との重複する申請については、

　　　機会を広く提供するため、どちらか一方の申請としてください。

４　応募方法

（1） 募集期間

募集期間は、平成1５年４月１日（火）から平成1５年５月９日（金）（当日消印有効）までとします。

（2） 提出方法

郵送などにより下記（３）の提出書類を提出することとします。（FAXは不可）

なお、電子メールによる提出の場合には、件名を必ず「平成1５年度三重県青少年健全育成協働・連携促進事業提案書」としてください。

· 　平成１５年４月から新しく実施する三重県の電子申請については、提案

　申込書（別紙様式１）のみしかできませんので、提案書等については、別途　　

　郵送または電子メールにより提出してください。

（3） 提出書類

· 提案申込書（別紙様式１）

· 提案書（別紙様式２）

（4） 応募書類提出先（事務局）

〒５１４－０００９

三重県津市羽所町７００番地　アスト津３F　みえ県民交流センター内

三重県生活部青少年育成チーム

　　　　℡　０５９－２２２－５９８６　　E-mail　　seiiku@pref.mie.jp
５　優秀提案の選定

（1） 選定方法

学識経験者等及び県職員で構成する選考委員会において、提出された提案書等による書類審査を行います。書類審査を通過した提案について、平成1５年５月下旬をめどにプレゼンテーションを行い、選定します。

（2） 結果通知

選定の結果は、事務局から活動団体の定める提案申込代表者あてに通知します。

６　契約条件

（1） 協議

契約は、選定された提案にかかる活動団体の定める提案申込代表者と三重県が、契約の内容を協議したうえで行います。

（2） 契約形態

委託契約とします。

（3） 委託費の限度

委託費は1００万円以内とします。

（4） 委託費の支払

委託費は、事業完了検査後に支払うものとします。

ただし、三重県が特別な理由があると認めた場合は、提案申込代表者からの請求後原則１か月以内に全額または一部を概算払いすることができます。

（5） 事業内容の変更及び取消

事業内容に変更が生じた場合は、速やかに協議し、内容が適当と認められる場合は、契約の変更をしなければなりません。

また、提案申込者が事業を中止した場合は、直ちに三重県に報告してください。この場合、委託費を返還していただくことがあります。

ただし、次の場合には、差額を返還していただきます。

1 事業実施結果報告書の積算合計が委託費を下回った場合

2 会計報告等により経費の使途に不適切な支出が認められた場合

（6） 事業実施結果報告書の提出

平成１６年１月末までに事業を終了し、事業実施結果について、平成１６年２月末までに報告してください。

７　その他

（1） 三重県が実施する成果発表会において、事業実施結果等を発表してくださ

     い。

（2） 委託事業の対象となる期間は、契約締結後とします。

（3） 提案書提出、プレゼンテーション、成果発表会等に必要な経費は、各提案者

    の負担とします。

（4） 提案申込書、事業実施結果報告書等の提出書類については、すべてホームページ等で県民に公表し、返還しませんのでご了解ください。

（5） 問い合わせ及び応募書類提出先（事務局）

〒５１４－０００９

三重県津市羽所町７００番地　アスト津３F　みえ県民交流センター内

三重県生活部青少年育成チーム

　　　　℡　０５９－２２２－５９８６　　E-mail　　seiiku@pref.mie.jp
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